
N E T I S 　 H R - 1 2 0 0 0 4 - A

経 済 性
施 工 性

維 持 管 理 環 境

E c o ン ビ 工 法

E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c oE c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o

E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o

本 社

本 店

熊 本 支 店

日 田 営 業 所

山 国 営 業 所

〒 8 6 9 - 2 5 0 1  熊 本 県 阿 蘇 郡 小 国 町 大 字 宮 原 2 3 1 1
T E L ： 0 9 6 7 - 4 6 - 4 1 4 9    F A X ： 4 6 - 5 5 3 1

〒 8 6 9 - 2 5 0 1  熊 本 県 阿 蘇 郡 小 国 町 大 字 宮 原 2 3 1 1
T E L ： 0 9 6 7 - 4 6 - 4 0 8 8    F A X ： 4 6 - 3 9 0 5

〒 8 6 1 - 8 0 3 4  熊 本 県 熊 本 市 東 区 八 反 田 １ 丁 目 3 - 7 0
T E L ： 0 9 6 - 3 8 5 - 9 0 7 1    F A X ： 3 8 2 - 2 2 3 0

〒 8 7 7 - 0 0 8 9  大 分 県 日 田 市 大 字 山 田 １ ２ ８ ８
T E L ： 0 9 7 3 - 2 8 - 2 2 7 2    F A X ： 2 8 - 2 2 2 3

〒 8 7 1 - 0 7 1 2  大 分 県 中 津 市 山 国 町 守 実 3 9 2 - 1
T E L ： 0 9 7 9 - 6 2 - 3 3 4 5    F A X ： 6 2 - 3 3 1 7

〒 8 6 9 - 2 5 0 1  熊 本 県 阿 蘇 郡 小 国 町 大 字 宮 原 2 3 1 1
T E L ： 0 9 6 7 - 4 6 - 2 4 8 0    F A X ： 4 6 - 4 8 8 9

〒 8 6 1 - 8 0 3 4  熊 本 県 熊 本 市 東 区 八 反 田 １ 丁 目 3 - 7 0
T E L ： 0 9 6 - 3 8 2 - 2 1 2 5  F A  X ： 3 8 2 - 2 2 3 0

〒 8 7 7 - 0 0 8 9  大 分 県 日 田 市 大 字 山 田 １ ２ ８ ８
T E L ： 0 9 7 3 - 2 8 - 2 2 2 1    F A X ： 2 8 - 2 2 2 3

〒 8 7 7 - 0 3 0 1  大 分 県 日 田 市 中 津 江 村 栃 野 2 1 9 1
T E L ： 0 9 7 3 - 5 4 - 3 2 6 4    F A X ： 5 4 - 3 2 2 7

〒 8 7 1 - 0 7 1 2  大 分 県 中 津 市 山 国 町 守 実 3 9 2 - 1
T E L ： 0 9 7 9 - 6 2 - 3 3 2 1    F A X ： 6 2 - 3 3 1 7

本 社 工 場

熊 本 工 場

日 田 工 場

津 江 工 場

山 国 工 場

E c o ン ビ 工 法
エ コ

即 日 交 通 開 放 の で き る 側 溝 修 繕 工 法

製 品 案 内

販 売 代 理 店

8
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項 　 目 備 　 考

1

2

3
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施 工 前

既 設 蓋 を 撤 去 す る

蓋 受 け 部 の 清 掃 を 行 う

・ 蓋 受 け の 清 掃 は 、 充 填 材 と 既 設 側 溝 の

一 体 化 を 図 る う え で 、 非 常 に 重 要 な 作

業 と な り ま す 。 で き れ ば 高 圧 洗 浄 で 行 う

こ と を お 勧 め し ま す 。

高 さ 調 節 定 規 を 用 い て 漏 れ 止 め 金 具 を

設 置 す る
・ タ ー ン バ ッ ク ル  の 回 転 方 向 を 合 わ せ て

く だ さ い 。

・ 高 さ 調 節 定 規 を 上 か ら 押 さ え つ け 、 漏

れ 止 め 金 具 を 上 に 引 き 上 げ る こ と で 正

確 な 高 さ に 施 工 が で き ま す 。

漏 れ 止 め 金 具 の 設 置 完 了 （ 支 保 工 ）

【 カ ー ブ 施 工 の 場 合 】

・ R 部 分 の 一 次 蓋 の 開 き 箇 所 に 型 枠 を 設

置  す る 。

一 次 蓋 を 据 え 付 け る
・ 既 設 側 溝 と 一 次 蓋 と の 隙 間 は 、 充 填 材
作 業 性 を 考 慮 し て 、 最 低 1 0 m m 以 上 は
確 保 し て く だ さ い 。

【 カ ー ブ 施 工 の 場 合 】
・ 1 m 製 品 を 組 み 合 わ せ て R に 対 応 し ま す 。
・ 既 設 側 溝 の 蓋 受 け に 対 し て 一 次 蓋 の 掛
か り を  確  保 し て く だ さ い 。

漏 れ 止 め 金 具 と 一 次 蓋 の 継 ぎ 目 に ガ ム

テ ー プ を 貼 り 付 け る （ 充 填 材 の 漏 れ 防

止 の た め ）

端 部 の 隙 間 に コ ー キ ン グ 材 を 注 入 す る

（ 充 填 材 の 漏 れ 防 止 の た め ）

・ 漏 れ 止 め 金 具 の 継 ぎ 目 に も 忘 れ ず に 。

・ 必 要 に 応 じ て 切 り 板 に よ り 固 定 す る 。

項 　 目 備 　 考

1 0

1 1

1 2

施 工 手 順 基 本 的 な 施 工 の 流 れ を
ご 紹 介 い た し ま す 。

一 次 蓋 へ 養 生 テ ー プ を 貼 り 付 け る

（ 一 次 蓋 へ の 充 填 材 付 着 防 止 の た め ）

充 填 材 を 水 と 攪 拌 し 充 填 材 を 作 成 す る
※ 充 填 材 １ 袋 あ た り の 水 量

低 温 用

充 填 材 を 既 設 側 溝 と 一 次 蓋 と の 隙 間 に

充 填 す る

・ 必 要 に 応 じ て 、 表 面 を 素 早 く コ テ 均 し し

て く だ さ い 。

・ 硬 化 の 早 い 場 合 は 、 二 層 に 分 け て 充 填

し て く だ さ い 。（ 最 初 は 7 ～ 8 分 目 ま で

充 填 ）

温 　 度 5 ℃

4. 6 0 k g

1 3. 4 2 ℓ

1 0 ℃

4. 5 0 k g

1 3. 3 0 ℓ

水 　 量

練 上 げ 量

常 温 用 温 　 度 2 0 ℃

4. 4 0 k g

1 3. 1 8 ℓ

3 0 ℃

4. 3 0 k g

1 3 ℓ

水 　 量

練 上 げ 量

充 填 材 の 硬 化 を 確 認 後 、 養 生 テ ー プ を

は が す

【 カ ー ブ 施 工 の 場 合 】

二 次 蓋 を 据 え 付 け 、 施 工 完 了

漏 れ 止 め 金 具 を 取 り 外 す

・ 二 次 蓋 の 据 え 付 け 、 取 り 外 し に は 専 門

の 吊 具 を 使 用 し て く だ さ い 。

・ 充 填 材 は 注 入 後 約 1. 5 ～ 2 時 間 で 硬 化

し ま す 。

・ R 部 分 の 一 次 蓋 の 開 き 箇 所 に も 充 填 材

も し く は モ ル タ ル を 充 填 す る 。

E c o ン ビ 工 法
エ コ

即 日 交 通 開 放 の で き る 側 溝 修 繕 工 法

1 3

1 4

5 6 7

E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o
環 境 に や さ し い 経 　 済 　 的

「 E c o ン ビ 工 法 」 と は 、 側 溝 本 体 を 壊 さ ず 、 老 朽 化 し た 蓋 の み を E c o ン ビ 蓋 と 交 換 す る こ

と に よ り 修 繕 を 行 う 側 溝 修 繕 工 法 で す 。 一 次 蓋 を 充 填 材 に よ り 固 定 す る と 同 時 に 、 側 溝 本

体 の 破 損 部 も 補 修 で き 即 日 開 放 が 可 能  で  す 。

ま た 、 一 次 蓋 は 固 定 さ れ ま す が 、 軽 量 化 さ れ た 二 次 蓋 は 着 脱 可 能 な た め 施 行 後 も 維 持

管 理 が 容 易 に 行 え ま す 。 施 行 に つ い て は 、 側 溝 本 体 の ハ ツ リ や カ ッ ト を 行 う 必 要 が な く 、

人 力 施 行 が 可 能 で す 。

側 溝 の 補 修 等 に 伴 う 廃 棄 物 の 発 生 を 格 段 に 抑 制 で き る 環 境 に や さ し い 工 法 で す 。

E c o ン ビ 工 法 施 工 の 流 れ

• 従 来 技 術 と 比 較 し 大 幅 に 工 種 ・ 工 程 が 減 り 、 コ ス ト ダ ウ ン 可 能

• 重 機 ・ 機 械 を 使 わ ず 人 力 の み の 安 心 施 工

• １ 週 間 か か る 工 程 を １ 日 で 施 工 可 能 （ 即 日 開 放 可 能 施 工 延 長 2 0 m/ 日 以 上 ）

• ア ス フ ァ ル ト や 既 設 側 溝 を ハ ツ リ 、 カ ッ ト す る 必 要 が な く 施 工 に 伴 う 廃 棄

物 は 既 設 蓋 の み

N E T I S 　 H R - 1 2 0 0 0 4 - A

蓋 受 け 破 損 部 も
同 時 に 補 修

E c o ン ビ 工 法（ エ コ ン ビ 工  法 ） と は

環 境 や 経 済 性 に 優 れ た E c o ン ビ 工 法

E c o ン ビ 工 法 の 特 徴

維 持
管 理

経 済 性

経 済 性

施 工 性

施 工 性

施 工 開 始 施 工 終 了

環 境

環 境

E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o

既 設 蓋 撤 去
側 溝 清 掃

支 保 工 の 設 置一  次 蓋 設 置充 填 材 の 注 入支 保 工 の 撤 去二 次 蓋 設 置交 通 開 放

E c o ン ビ 工 法 の 仕 組 み

• 重 機 や 大 型 機 械 を 使 わ な い 施 工 も 可 能 で 工 事 に 伴 う 振  動 ・ 騒  音 の 問 題 も

解 消 し 通 行 障 害 も 大 幅 に 解 消

• 既 設 側 溝 の 蓋 受 け 部 が 破 損 し て い て も 、 既 設 側 溝 本 体 を そ の ま ま 活 用 で

き  ま  す 。

• 既 設 側 溝 利 用 に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 片 等 の 産 業 廃 棄 物 の 発 生 が 最 小 限 （ 既

設 蓋 の み ） と  な  り  ま  す 。

• 騒 音 を 抑 え る 特 殊 構 造 で ガ タ ツ キ に よ る 騒 音 解 消

• 施 工 が 早 い た め 、 周 辺 の 交 通 障 害 や 住 民 負 担 が 最 小 限 で す み ま す 。

1 2

溝 幅 2 5 0 ～ 6 0 0 m m の 老 朽 化 し た 側 溝 本 体 を 壊 さ ず に 、 軽 量 蓋 に 交 換 す る 工 事 に

適 用 で き ま す 。【 設 置 荷 重 ：T - 2 5 】

縦 断 側 溝 に 適 用

対 応 可 能 な 既 設 側 溝
JI S 落 蓋 式 ・ 現 場 打 ち 落 蓋 式 側 溝

溝 幅 ： 2 5 0 ～ 6 0 0 m m

充 填 完 了 後 ： ３ 時 間
無 収 縮 モ ル タ ル 【 超 速 硬 型 】

重 機 で の 施 行 が 困 難

開 放 ま で の 目 安 と 充 填 材

ガ タ ツ キ し な い 軽 量 蓋 で 低 騒 音

人 力 の み の 施 行 で １ 日 2 0 m 以 上 可 能

※ 気 温 に よ り 開 放 ま で の 時 間 は 変 わ り ま す

適 用 範 囲

● な お 、 以 下 に つ い て は 適 用 で き ま せ ん 。

• 本 体 蓋 受 け が 大 き く 破 損 し 、 蓋 が 脱 落 し て し ま う ほ ど の 場 合

• 側 溝 本 体 壁 部 が 、 水 路 底 板 部 か ら 折 れ て 内 外 に 1 0 ° 以 上 変 位 し て い る 場 合

• 側 溝 本 体 が 土 圧 等 で 滑 動 変 位 し て い る 場 合

• 下 部 構 造 部 が な い （ 一 次 蓋 の 蓋 受 け が な い ） 場 合

• 横 断 用 側 溝 の 場 合 → E X （ エ ク ロ ス ） 横 断 修 繕 工 法 た だ し 、 上 記 の 場 合 （ 横 断 用 側 溝 を 除 く ） で も 、
一 次 蓋 の 蓋 受 け 部 を 確 保 で き る 側 溝 本 体 加 工 を 施 し た 場 合 は 適 用 で き ま す 。



E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o
環 境 に や さ し い 経 　 済 　 的

「 E c o ン ビ 工 法 」 と は 、 側 溝 本 体 を 壊 さ ず 、 老 朽 化 し た 蓋 の み を E c o ン ビ 蓋 と 交 換 す る こ

と に よ り 修 繕 を 行 う 側 溝 修 繕 工 法 で す 。 一 次 蓋 を 充 填 材 に よ り 固 定 す る と 同 時 に 、 側 溝 本

体 の 破 損 部 も 補 修 で き 即 日 開 放 が 可 能  で  す 。

ま た 、 一 次 蓋 は 固 定 さ れ ま す が 、 軽 量 化 さ れ た 二 次 蓋 は 着 脱 可 能 な た め 施 行 後 も 維 持

管 理 が 容 易 に 行 え ま す 。 施 行 に つ い て は 、 側 溝 本 体 の ハ ツ リ や カ ッ ト を 行 う 必 要 が な く 、

人 力 施 行 が 可 能 で す 。

側 溝 の 補 修 等 に 伴 う 廃 棄 物 の 発 生 を 格 段 に 抑 制 で き る 環 境 に や さ し い 工 法 で す 。

E c o ン ビ 工 法 施 工 の 流 れ

• 従 来 技 術 と 比 較 し 大 幅 に 工 種 ・ 工 程 が 減 り 、 コ ス ト ダ ウ ン 可 能

• 重 機 ・ 機 械 を 使 わ ず 人 力 の み の 安 心 施 工

• １ 週 間 か か る 工 程 を １ 日 で 施 工 可 能 （ 即 日 開 放 可 能 施 工 延 長 2 0 m/ 日 以 上 ）

• ア ス フ ァ ル ト や 既 設 側 溝 を ハ ツ リ 、 カ ッ ト す る 必 要 が な く 施 工 に 伴 う 廃 棄

物 は 既 設 蓋 の み

N E T I S 　 H R - 1 2 0 0 0 4 - A

蓋 受 け 破 損 部 も
同 時 に 補 修

E c o ン ビ 工 法（ エ コ ン ビ 工  法 ） と は

環 境 や 経 済 性 に 優 れ た E c o ン ビ 工 法

E c o ン ビ 工 法 の 特 徴

維 持
管 理

経 済 性

経 済 性

施 工 性

施 工 性

施 工 開 始 施 工 終 了

環 境

環 境

E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o

既 設 蓋 撤 去
側 溝 清 掃

支 保 工 の 設 置一  次 蓋 設 置充 填 材 の 注 入支 保 工 の 撤 去二 次 蓋 設 置交 通 開 放

E c o ン ビ 工 法 の 仕 組 み

• 重 機 や 大 型 機 械 を 使 わ な い 施 工 も 可 能 で 工 事 に 伴 う 振  動 ・ 騒  音 の 問 題 も

解 消 し 通 行 障 害 も 大 幅 に 解 消

• 既 設 側 溝 の 蓋 受 け 部 が 破 損 し て い て も 、 既 設 側 溝 本 体 を そ の ま ま 活 用 で

き  ま  す 。

• 既 設 側 溝 利 用 に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 片 等 の 産 業 廃 棄 物 の 発 生 が 最 小 限 （ 既

設 蓋 の み ） と  な  り  ま  す 。

• 騒 音 を 抑 え る 特 殊 構 造 で ガ タ ツ キ に よ る 騒 音 解 消

• 施 工 が 早 い た め 、 周 辺 の 交 通 障 害 や 住 民 負 担 が 最 小 限 で す み ま す 。

1 2

溝 幅 2 5 0 ～ 6 0 0 m m の 老 朽 化 し た 側 溝 本 体 を 壊 さ ず に 、 軽 量 蓋 に 交 換 す る 工 事 に

適 用 で き ま す 。【 設 置 荷 重 ：T - 2 5 】

縦 断 側 溝 に 適 用

対 応 可 能 な 既 設 側 溝
JI S 落 蓋 式 ・ 現 場 打 ち 落 蓋 式 側 溝

溝 幅 ： 2 5 0 ～ 6 0 0 m m

充 填 完 了 後 ： ３ 時 間
無 収 縮 モ ル タ ル 【 超 速 硬 型 】

重 機 で の 施 行 が 困 難

開 放 ま で の 目 安 と 充 填 材

ガ タ ツ キ し な い 軽 量 蓋 で 低 騒 音

人 力 の み の 施 行 で １ 日 2 0 m 以 上 可 能

※ 気 温 に よ り 開 放 ま で の 時 間 は 変 わ り ま す
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一 次 蓋 の 蓋 受 け 部 を 確 保 で き る 側 溝 本 体 加 工 を 施 し た 場 合 は 適 用 で き ま す 。
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施  工  マ ニ ュ ア ル

1 2

■ 準 備 す る も の

施 工 専 用 資 材 等 施 工 業 者 様 に て ご 用 意

１. E c o ン ビ 一 次 蓋 一 次 蓋 は 軽 量 化 の た め 最 大 限 薄 く 細 く し

て い る た め 取 り 扱 い に は 十 分 に 注 意 し て

く だ さ い 。

納 品 時 に は 製 品 の チ ャ ッ ク （ ク ラ ッ ク 、 欠

け な ど ） を 行 っ て く だ さ い 。

納 品 時 に は 製 品 の チ ェ ッ ク （ ク ラ ッ ク 、 欠

け な ど ） を 行 っ て く だ さ い 。

レ ン タ ル に て 貸 出

２. E c o ン ビ 二 次 蓋

３. 漏 れ 止 め 金 具 （ 支 保 工 ）

４. 高 さ 調 節 定 規 （ 支 保 工 高 さ 調 節 用 ）

５. 二 次 蓋 用 吊 具

旧 型（  タ  ー ン バ ッ ク ル  ）

夏 場 は 常 温 用

（ 使 用 温 度 範 囲 の 目 安 　 1 5 ～ 3 0 ℃ ）

冬 場 は 低 温 用

（ 使 用 温 度 範 囲 の 目 安 　 5 ～ 2 0 ℃ ）

漏 れ 止 め 金 具 上 部 、 下 部 に 取 り 付 け る 。

漏 れ 止 め 金 具 へ 漏 れ 止 め パ ッ キ ン を 貼 る

際 は 事 前 に そ の 箇 所 へ 養 生 テ ー プ を 貼 っ

て お き ま す 。（ パ ッ キ ン の 粘 着 力 が 非 常 に

強 く ， 直 接 貼 っ た 場 合 使 用 後 剥 が し に く く

な る た め ）

６. 無 収 縮 モ ル タ ル

７. 漏 れ 止 め パ ッ キ ン
　 （ す き ま テ ー プ ）

８. 養 生 テ ー プ

９. 計 量 カ ッ プ

1 0. 漏 斗 （ ろ う と ）・ ち り と り 等

● 必 要 に 応 じ て

1 2. バ ケ ツ

1 4. コ ー キ ン グ （ 端 部 止 め 用 ）

1 5 . ひ し ゃ く

1 7. コ テ

1 8. ハ ケ

1 9. モ ン キ ー レ ン チ （ 2 5 0 m m 程 度 ）

2 0. 上 皿 は か り

1 6. サ ン ダ ー

1 3. 水

● 必 要 に 応 じ て
　 （ 一 次 蓋 の 凸 部 の カ ッ ト が 必 要 な 場 合 ）

● 必 要 に 応 じ て

● （ 充 填 材 練 り 混 ぜ 用 、 側 溝 清 掃 時 に 使 用 ）

● ア ル ミ 材 の 羽 根 は 使 用 し な い で く だ さ

　 い 。（ 撹 拌 時 に バ ケ ツ に 穴 が 開 く 可 能 性

　 が あ る た め ）

1 1. 攪 拌 機 （ ハ ン ド ミ キ サ ー ）

● 充 填 材 を 充 填 の 際 に 使 用

施 工 業 者 に て 用 意

施 工 業 者 に て 用 意

施 工 業 者 に て 用 意

施 工 業 者 に て 用 意

施 工 業 者 に て 用 意

施 工 業 者 に て 用 意

施 工 業 者 に て 用 意

施 工 業 者 に て 用 意

施 工 業 者 に て 用 意

● 必 要 に 応 じ て

施 工 業 者 に て 用 意

● 必 要 に 応 じ て

施 工 業 者 に て 用 意

施 工 業 者 に て 用 意

施 工 業 者 に て 用 意

項 　 目 備 　 考項 　 目 備 　 考
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1

2

3

4

施 工 前

既 設 蓋 を 撤 去 す る

蓋 受 け 部 の 清 掃 を 行 う

・ 蓋 受 け の 清 掃 は 、 充 填 材 と 既 設 側 溝 の

一 体 化 を 図 る う え で 、 非 常 に 重 要 な 作

業 と な り ま す 。 で き れ ば 高 圧 洗 浄 で 行 う

こ と を お 勧 め し ま す 。

高 さ 調 節 定 規 を 用 い て 漏 れ 止 め 金 具 を

設 置 す る
・ タ ー ン バ ッ ク ル  の 回 転 方 向 を 合 わ せ て

く だ さ い 。

・ 高 さ 調 節 定 規 を 上 か ら 押 さ え つ け 、 漏

れ 止 め 金 具 を 上 に 引 き 上 げ る こ と で 正

確 な 高 さ に 施 工 が で き ま す 。

漏 れ 止 め 金 具 の 設 置 完 了 （ 支 保 工 ）

【 カ ー ブ 施 工 の 場 合 】

・ R 部 分 の 一 次 蓋 の 開 き 箇 所 に 型 枠 を 設

置  す る 。

一 次 蓋 を 据 え 付 け る
・ 既 設 側 溝 と 一 次 蓋 と の 隙 間 は 、 充 填 材
作 業 性 を 考 慮 し て 、 最 低 1 0 m m 以 上 は
確 保 し て く だ さ い 。

【 カ ー ブ 施 工 の 場 合 】
・ 1 m 製 品 を 組 み 合 わ せ て R に 対 応 し ま す 。
・ 既 設 側 溝 の 蓋 受 け に 対 し て 一 次 蓋 の 掛
か り を  確  保 し て く だ さ い 。

漏 れ 止 め 金 具 と 一 次 蓋 の 継 ぎ 目 に ガ ム

テ ー プ を 貼 り 付 け る （ 充 填 材 の 漏 れ 防

止 の た め ）

端 部 の 隙 間 に コ ー キ ン グ 材 を 注 入 す る

（ 充 填 材 の 漏 れ 防 止 の た め ）

・ 漏 れ 止 め 金 具 の 継 ぎ 目 に も 忘 れ ず に 。

・ 必 要 に 応 じ て 切 り 板 に よ り 固 定 す る 。

項 　 目 備 　 考

1 0

1 1

1 2

施 工 手 順 基 本 的 な 施 工 の 流 れ を
ご 紹 介 い た し ま す 。

一 次 蓋 へ 養 生 テ ー プ を 貼 り 付 け る

（ 一 次 蓋 へ の 充 填 材 付 着 防 止 の た め ）

充 填 材 を 水 と 攪 拌 し 充 填 材 を 作 成 す る
※ 充 填 材 １ 袋 あ た り の 水 量

低 温 用

充 填 材 を 既 設 側 溝 と 一 次 蓋 と の 隙 間 に

充 填 す る

・ 必 要 に 応 じ て 、 表 面 を 素 早 く コ テ 均 し し

て く だ さ い 。

・ 硬 化 の 早 い 場 合 は 、 二 層 に 分 け て 充 填

し て く だ さ い 。（ 最 初 は 7 ～ 8 分 目 ま で

充 填 ）

温 　 度 5 ℃

4. 6 0 k g

1 3. 4 2 ℓ

1 0 ℃

4. 5 0 k g

1 3. 3 0 ℓ

水 　 量

練 上 げ 量

常 温 用 温 　 度 2 0 ℃

4. 4 0 k g

1 3. 1 8 ℓ

3 0 ℃

4. 3 0 k g

1 3 ℓ

水 　 量

練 上 げ 量

充 填 材 の 硬 化 を 確 認 後 、 養 生 テ ー プ を

は が す

【 カ ー ブ 施 工 の 場 合 】

二 次 蓋 を 据 え 付 け 、 施 工 完 了

漏 れ 止 め 金 具 を 取 り 外 す

・ 二 次 蓋 の 据 え 付 け 、 取 り 外 し に は 専 門

の 吊 具 を 使 用 し て く だ さ い 。

・ 充 填 材 は 注 入 後 約 1. 5 ～ 2 時 間 で 硬 化

し ま す 。

・ R 部 分 の 一 次 蓋 の 開 き 箇 所 に も 充 填 材

も し く は モ ル タ ル を 充 填 す る 。

E c o ン ビ 工 法
エ コ

即 日 交 通 開 放 の で き る 側 溝 修 繕 工 法

1 3

1 4

5 6 7
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【 カ ー ブ 施 工 の 場 合 】

二 次 蓋 を 据 え 付 け 、 施 工 完 了

漏 れ 止 め 金 具 を 取 り 外 す

・ 二 次 蓋 の 据 え 付 け 、 取 り 外 し に は 専 門

の 吊 具 を 使 用 し て く だ さ い 。

・ 充 填 材 は 注 入 後 約 1. 5 ～ 2 時 間 で 硬 化

し ま す 。

・ R 部 分 の 一 次 蓋 の 開 き 箇 所 に も 充 填 材

も し く は モ ル タ ル を 充 填 す る 。

E c o ン ビ 工 法
エ コ

即 日 交 通 開 放 の で き る 側 溝 修 繕 工 法

1 3

1 4

5 6 7

E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o
環 境 に や さ し い 経 　 済 　 的

「 E c o ン ビ 工 法 」 と は 、 側 溝 本 体 を 壊 さ ず 、 老 朽 化 し た 蓋 の み を E c o ン ビ 蓋 と 交 換 す る こ

と に よ り 修 繕 を 行 う 側 溝 修 繕 工 法 で す 。 一 次 蓋 を 充 填 材 に よ り 固 定 す る と 同 時 に 、 側 溝 本

体 の 破 損 部 も 補 修 で き 即 日 開 放 が 可 能  で  す 。

ま た 、 一 次 蓋 は 固 定 さ れ ま す が 、 軽 量 化 さ れ た 二 次 蓋 は 着 脱 可 能 な た め 施 行 後 も 維 持

管 理 が 容 易 に 行 え ま す 。 施 行 に つ い て は 、 側 溝 本 体 の ハ ツ リ や カ ッ ト を 行 う 必 要 が な く 、

人 力 施 行 が 可 能 で す 。

側 溝 の 補 修 等 に 伴 う 廃 棄 物 の 発 生 を 格 段 に 抑 制 で き る 環 境 に や さ し い 工 法 で す 。

E c o ン ビ 工 法 施 工 の 流 れ

• 従 来 技 術 と 比 較 し 大 幅 に 工 種 ・ 工 程 が 減 り 、 コ ス ト ダ ウ ン 可 能

• 重 機 ・ 機 械 を 使 わ ず 人 力 の み の 安 心 施 工

• １ 週 間 か か る 工 程 を １ 日 で 施 工 可 能 （ 即 日 開 放 可 能 施 工 延 長 2 0 m/ 日 以 上 ）

• ア ス フ ァ ル ト や 既 設 側 溝 を ハ ツ リ 、 カ ッ ト す る 必 要 が な く 施 工 に 伴 う 廃 棄

物 は 既 設 蓋 の み

N E T I S 　 H R - 1 2 0 0 0 4 - A

蓋 受 け 破 損 部 も
同 時 に 補 修

E c o ン ビ 工 法（ エ コ ン ビ 工  法 ） と は

環 境 や 経 済 性 に 優 れ た E c o ン ビ 工 法

E c o ン ビ 工 法 の 特 徴

維 持
管 理

経 済 性

経 済 性

施 工 性

施 工 性

施 工 開 始 施 工 終 了

環 境

環 境

E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o

既 設 蓋 撤 去
側 溝 清 掃

支 保 工 の 設 置一  次 蓋 設 置充 填 材 の 注 入支 保 工 の 撤 去二 次 蓋 設 置交 通 開 放

E c o ン ビ 工 法 の 仕 組 み

• 重 機 や 大 型 機 械 を 使 わ な い 施 工 も 可 能 で 工 事 に 伴 う 振  動 ・ 騒  音 の 問 題 も

解 消 し 通 行 障 害 も 大 幅 に 解 消

• 既 設 側 溝 の 蓋 受 け 部 が 破 損 し て い て も 、 既 設 側 溝 本 体 を そ の ま ま 活 用 で

き  ま  す 。

• 既 設 側 溝 利 用 に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 片 等 の 産 業 廃 棄 物 の 発 生 が 最 小 限 （ 既

設 蓋 の み ） と  な  り  ま  す 。

• 騒 音 を 抑 え る 特 殊 構 造 で ガ タ ツ キ に よ る 騒 音 解 消

• 施 工 が 早 い た め 、 周 辺 の 交 通 障 害 や 住 民 負 担 が 最 小 限 で す み ま す 。

1 2

溝 幅 2 5 0 ～ 6 0 0 m m の 老 朽 化 し た 側 溝 本 体 を 壊 さ ず に 、 軽 量 蓋 に 交 換 す る 工 事 に

適 用 で き ま す 。【 設 置 荷 重 ：T - 2 5 】

縦 断 側 溝 に 適 用

対 応 可 能 な 既 設 側 溝
JI S 落 蓋 式 ・ 現 場 打 ち 落 蓋 式 側 溝

溝 幅 ： 2 5 0 ～ 6 0 0 m m

充 填 完 了 後 ： ３ 時 間
無 収 縮 モ ル タ ル 【 超 速 硬 型 】

重 機 で の 施 行 が 困 難

開 放 ま で の 目 安 と 充 填 材

ガ タ ツ キ し な い 軽 量 蓋 で 低 騒 音

人 力 の み の 施 行 で １ 日 2 0 m 以 上 可 能

※ 気 温 に よ り 開 放 ま で の 時 間 は 変 わ り ま す

適 用 範 囲

● な お 、 以 下 に つ い て は 適 用 で き ま せ ん 。

• 本 体 蓋 受 け が 大 き く 破 損 し 、 蓋 が 脱 落 し て し ま う ほ ど の 場 合

• 側 溝 本 体 壁 部 が 、 水 路 底 板 部 か ら 折 れ て 内 外 に 1 0 ° 以 上 変 位 し て い る 場 合

• 側 溝 本 体 が 土 圧 等 で 滑 動 変 位 し て い る 場 合

• 下 部 構 造 部 が な い （ 一 次 蓋 の 蓋 受 け が な い ） 場 合

• 横 断 用 側 溝 の 場 合 → E X （ エ ク ロ ス ） 横 断 修 繕 工 法 た だ し 、 上 記 の 場 合 （ 横 断 用 側 溝 を 除 く ） で も 、
一 次 蓋 の 蓋 受 け 部 を 確 保 で き る 側 溝 本 体 加 工 を 施 し た 場 合 は 適 用 で き ま す 。



E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o

項 　 目 備 　 考

5

6

7

8

9

項 　 目 備 　 考

1

2

3

4

施 工 前

既 設 蓋 を 撤 去 す る

蓋 受 け 部 の 清 掃 を 行 う

・ 蓋 受 け の 清 掃 は 、 充 填 材 と 既 設 側 溝 の

一 体 化 を 図 る う え で 、 非 常 に 重 要 な 作

業 と な り ま す 。 で き れ ば 高 圧 洗 浄 で 行 う

こ と を お 勧 め し ま す 。

高 さ 調 節 定 規 を 用 い て 漏 れ 止 め 金 具 を

設 置 す る
・ タ ー ン バ ッ ク ル  の 回 転 方 向 を 合 わ せ て

く だ さ い 。

・ 高 さ 調 節 定 規 を 上 か ら 押 さ え つ け 、 漏

れ 止 め 金 具 を 上 に 引 き 上 げ る こ と で 正

確 な 高 さ に 施 工 が で き ま す 。

漏 れ 止 め 金 具 の 設 置 完 了 （ 支 保 工 ）

【 カ ー ブ 施 工 の 場 合 】

・ R 部 分 の 一 次 蓋 の 開 き 箇 所 に 型 枠 を 設

置  す る 。

一 次 蓋 を 据 え 付 け る
・ 既 設 側 溝 と 一 次 蓋 と の 隙 間 は 、 充 填 材
作 業 性 を 考 慮 し て 、 最 低 1 0 m m 以 上 は
確 保 し て く だ さ い 。

【 カ ー ブ 施 工 の 場 合 】
・ 1 m 製 品 を 組 み 合 わ せ て R に 対 応 し ま す 。
・ 既 設 側 溝 の 蓋 受 け に 対 し て 一 次 蓋 の 掛
か り を  確  保 し て く だ さ い 。

漏 れ 止 め 金 具 と 一 次 蓋 の 継 ぎ 目 に ガ ム

テ ー プ を 貼 り 付 け る （ 充 填 材 の 漏 れ 防

止 の た め ）

端 部 の 隙 間 に コ ー キ ン グ 材 を 注 入 す る

（ 充 填 材 の 漏 れ 防 止 の た め ）

・ 漏 れ 止 め 金 具 の 継 ぎ 目 に も 忘 れ ず に 。

・ 必 要 に 応 じ て 切 り 板 に よ り 固 定 す る 。

項 　 目 備 　 考

1 0

1 1

1 2

施 工 手 順 基 本 的 な 施 工 の 流 れ を
ご 紹 介 い た し ま す 。

一 次 蓋 へ 養 生 テ ー プ を 貼 り 付 け る

（ 一 次 蓋 へ の 充 填 材 付 着 防 止 の た め ）

充 填 材 を 水 と 攪 拌 し 充 填 材 を 作 成 す る
※ 充 填 材 １ 袋 あ た り の 水 量

低 温 用

充 填 材 を 既 設 側 溝 と 一 次 蓋 と の 隙 間 に

充 填 す る

・ 必 要 に 応 じ て 、 表 面 を 素 早 く コ テ 均 し し

て く だ さ い 。

・ 硬 化 の 早 い 場 合 は 、 二 層 に 分 け て 充 填

し て く だ さ い 。（ 最 初 は 7 ～ 8 分 目 ま で

充 填 ）

温 　 度 5 ℃

4. 6 0 k g

1 3. 4 2 ℓ

1 0 ℃

4. 5 0 k g

1 3. 3 0 ℓ

水 　 量

練 上 げ 量

常 温 用 温 　 度 2 0 ℃

4. 4 0 k g

1 3. 1 8 ℓ

3 0 ℃

4. 3 0 k g

1 3 ℓ

水 　 量

練 上 げ 量

充 填 材 の 硬 化 を 確 認 後 、 養 生 テ ー プ を

は が す

【 カ ー ブ 施 工 の 場 合 】

二 次 蓋 を 据 え 付 け 、 施 工 完 了

漏 れ 止 め 金 具 を 取 り 外 す

・ 二 次 蓋 の 据 え 付 け 、 取 り 外 し に は 専 門

の 吊 具 を 使 用 し て く だ さ い 。

・ 充 填 材 は 注 入 後 約 1. 5 ～ 2 時 間 で 硬 化

し ま す 。

・ R 部 分 の 一 次 蓋 の 開 き 箇 所 に も 充 填 材

も し く は モ ル タ ル を 充 填 す る 。

E c o ン ビ 工 法
エ コ

即 日 交 通 開 放 の で き る 側 溝 修 繕 工 法

1 3

1 4

5 6 7

E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o
環 境 に や さ し い 経 　 済 　 的

「 E c o ン ビ 工 法 」 と は 、 側 溝 本 体 を 壊 さ ず 、 老 朽 化 し た 蓋 の み を E c o ン ビ 蓋 と 交 換 す る こ

と に よ り 修 繕 を 行 う 側 溝 修 繕 工 法 で す 。 一 次 蓋 を 充 填 材 に よ り 固 定 す る と 同 時 に 、 側 溝 本

体 の 破 損 部 も 補 修 で き 即 日 開 放 が 可 能  で  す 。

ま た 、 一 次 蓋 は 固 定 さ れ ま す が 、 軽 量 化 さ れ た 二 次 蓋 は 着 脱 可 能 な た め 施 行 後 も 維 持

管 理 が 容 易 に 行 え ま す 。 施 行 に つ い て は 、 側 溝 本 体 の ハ ツ リ や カ ッ ト を 行 う 必 要 が な く 、

人 力 施 行 が 可 能 で す 。

側 溝 の 補 修 等 に 伴 う 廃 棄 物 の 発 生 を 格 段 に 抑 制 で き る 環 境 に や さ し い 工 法 で す 。

E c o ン ビ 工 法 施 工 の 流 れ

• 従 来 技 術 と 比 較 し 大 幅 に 工 種 ・ 工 程 が 減 り 、 コ ス ト ダ ウ ン 可 能

• 重 機 ・ 機 械 を 使 わ ず 人 力 の み の 安 心 施 工

• １ 週 間 か か る 工 程 を １ 日 で 施 工 可 能 （ 即 日 開 放 可 能 施 工 延 長 2 0 m/ 日 以 上 ）

• ア ス フ ァ ル ト や 既 設 側 溝 を ハ ツ リ 、 カ ッ ト す る 必 要 が な く 施 工 に 伴 う 廃 棄

物 は 既 設 蓋 の み

N E T I S 　 H R - 1 2 0 0 0 4 - A

蓋 受 け 破 損 部 も
同 時 に 補 修

E c o ン ビ 工 法（ エ コ ン ビ 工  法 ） と は

環 境 や 経 済 性 に 優 れ た E c o ン ビ 工 法

E c o ン ビ 工 法 の 特 徴

維 持
管 理

経 済 性

経 済 性

施 工 性

施 工 性

施 工 開 始 施 工 終 了

環 境

環 境

E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o

既 設 蓋 撤 去
側 溝 清 掃

支 保 工 の 設 置一  次 蓋 設 置充 填 材 の 注 入支 保 工 の 撤 去二 次 蓋 設 置交 通 開 放

E c o ン ビ 工 法 の 仕 組 み

• 重 機 や 大 型 機 械 を 使 わ な い 施 工 も 可 能 で 工 事 に 伴 う 振  動 ・ 騒  音 の 問 題 も

解 消 し 通 行 障 害 も 大 幅 に 解 消

• 既 設 側 溝 の 蓋 受 け 部 が 破 損 し て い て も 、 既 設 側 溝 本 体 を そ の ま ま 活 用 で

き  ま  す 。

• 既 設 側 溝 利 用 に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 片 等 の 産 業 廃 棄 物 の 発 生 が 最 小 限 （ 既

設 蓋 の み ） と  な  り  ま  す 。

• 騒 音 を 抑 え る 特 殊 構 造 で ガ タ ツ キ に よ る 騒 音 解 消

• 施 工 が 早 い た め 、 周 辺 の 交 通 障 害 や 住 民 負 担 が 最 小 限 で す み ま す 。

1 2

溝 幅 2 5 0 ～ 6 0 0 m m の 老 朽 化 し た 側 溝 本 体 を 壊 さ ず に 、 軽 量 蓋 に 交 換 す る 工 事 に

適 用 で き ま す 。【 設 置 荷 重 ：T - 2 5 】

縦 断 側 溝 に 適 用

対 応 可 能 な 既 設 側 溝
JI S 落 蓋 式 ・ 現 場 打 ち 落 蓋 式 側 溝

溝 幅 ： 2 5 0 ～ 6 0 0 m m

充 填 完 了 後 ： ３ 時 間
無 収 縮 モ ル タ ル 【 超 速 硬 型 】

重 機 で の 施 行 が 困 難

開 放 ま で の 目 安 と 充 填 材

ガ タ ツ キ し な い 軽 量 蓋 で 低 騒 音

人 力 の み の 施 行 で １ 日 2 0 m 以 上 可 能

※ 気 温 に よ り 開 放 ま で の 時 間 は 変 わ り ま す

適 用 範 囲

● な お 、 以 下 に つ い て は 適 用 で き ま せ ん 。

• 本 体 蓋 受 け が 大 き く 破 損 し 、 蓋 が 脱 落 し て し ま う ほ ど の 場 合

• 側 溝 本 体 壁 部 が 、 水 路 底 板 部 か ら 折 れ て 内 外 に 1 0 ° 以 上 変 位 し て い る 場 合

• 側 溝 本 体 が 土 圧 等 で 滑 動 変 位 し て い る 場 合

• 下 部 構 造 部 が な い （ 一 次 蓋 の 蓋 受 け が な い ） 場 合

• 横 断 用 側 溝 の 場 合 → E X （ エ ク ロ ス ） 横 断 修 繕 工 法 た だ し 、 上 記 の 場 合 （ 横 断 用 側 溝 を 除 く ） で も 、
一 次 蓋 の 蓋 受 け 部 を 確 保 で き る 側 溝 本 体 加 工 を 施 し た 場 合 は 適 用 で き ま す 。



N E T I S 　 H R - 1 2 0 0 0 4 - A

経 済 性
施 工 性

維 持 管 理 環 境

E c o ン ビ 工 法

E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c oE c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o

E c o l o gi c al ＆  　 　 　 n o mi c alE c o

本 社

本 店

熊 本 支 店

日 田 営 業 所

山 国 営 業 所

〒 8 6 9 - 2 5 0 1  熊 本 県 阿 蘇 郡 小 国 町 大 字 宮 原 2 3 1 1
T E L ： 0 9 6 7 - 4 6 - 4 1 4 9    F A X ： 4 6 - 5 5 3 1

〒 8 6 9 - 2 5 0 1  熊 本 県 阿 蘇 郡 小 国 町 大 字 宮 原 2 3 1 1
T E L ： 0 9 6 7 - 4 6 - 4 0 8 8    F A X ： 4 6 - 3 9 0 5

〒 8 6 1 - 8 0 3 4  熊 本 県 熊 本 市 東 区 八 反 田 １ 丁 目 3 - 7 0
T E L ： 0 9 6 - 3 8 5 - 9 0 7 1    F A X ： 3 8 2 - 2 2 3 0

〒 8 7 7 - 0 0 8 9  大 分 県 日 田 市 大 字 山 田 １ ２ ８ ８
T E L ： 0 9 7 3 - 2 8 - 2 2 7 2    F A X ： 2 8 - 2 2 2 3

〒 8 7 1 - 0 7 1 2  大 分 県 中 津 市 山 国 町 守 実 3 9 2 - 1
T E L ： 0 9 7 9 - 6 2 - 3 3 4 5    F A X ： 6 2 - 3 3 1 7

〒 8 6 9 - 2 5 0 1  熊 本 県 阿 蘇 郡 小 国 町 大 字 宮 原 2 3 1 1
T E L ： 0 9 6 7 - 4 6 - 2 4 8 0    F A X ： 4 6 - 4 8 8 9

〒 8 6 1 - 8 0 3 4  熊 本 県 熊 本 市 東 区 八 反 田 １ 丁 目 3 - 7 0
T E L ： 0 9 6 - 3 8 2 - 2 1 2 5  F A  X ： 3 8 2 - 2 2 3 0

〒 8 7 7 - 0 0 8 9  大 分 県 日 田 市 大 字 山 田 １ ２ ８ ８
T E L ： 0 9 7 3 - 2 8 - 2 2 2 1    F A X ： 2 8 - 2 2 2 3

〒 8 7 7 - 0 3 0 1  大 分 県 日 田 市 中 津 江 村 栃 野 2 1 9 1
T E L ： 0 9 7 3 - 5 4 - 3 2 6 4    F A X ： 5 4 - 3 2 2 7

〒 8 7 1 - 0 7 1 2  大 分 県 中 津 市 山 国 町 守 実 3 9 2 - 1
T E L ： 0 9 7 9 - 6 2 - 3 3 2 1    F A X ： 6 2 - 3 3 1 7

本 社 工 場

熊 本 工 場

日 田 工 場

津 江 工 場

山 国 工 場

E c o ン ビ 工 法
エ コ

即 日 交 通 開 放 の で き る 側 溝 修 繕 工 法

製 品 案 内

販 売 代 理 店
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T E L ： 0 9 7 3 - 2 8 - 2 2 2 1    F A X ： 2 8 - 2 2 2 3

〒 8 7 7 - 0 3 0 1  大 分 県 日 田 市 中 津 江 村 栃 野 2 1 9 1
T E L ： 0 9 7 3 - 5 4 - 3 2 6 4    F A X ： 5 4 - 3 2 2 7
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